
tod10mdrialDNApolymorpbism inJa･

panesemonkeys,MacacafuscatA Jpn.

J.Genet.,61:345･359.

8)Ishida,T..Yamamoto,K.Shotake,T.,

Nozawa,K.,Hayami,M.,andHinuma,

Y.,(1986):Fieldstudyontheinfec･
tionofhumanT-cellleukemiavirus

amongAfricanprlmateS.Microbiol.

Immunology,30:315･321.

4)天野 卓 ･並河鷹夫 ･庄武孝義 ･H.W.Cyril

(1986):スリランカにおける水牛の血液蛋

白多型｡在来家畜研究会報告,ll:117三128.

5)Wada,K.,ChenpeiXiongandQisban

Wang(1986).･Onthedistributionof

Thibetan andRIleSuSmonkeysinson･

thernAnbui,China.KyotoUniversity

OverseasReseardlReportofStudies

onAsian Non-Human Primates,5:79

･94.

総 税

1)野津 謙 (1986):東および東南アジア在来

家畜の起源と系統に関する研究｡在来家畜研

究会報告,ll:1-35.

2)野津 謙(1986):嘱乳動物の逝伝的変異性

と集団構造｡今堀 ･木村 ･和田編 "続分子進

化入Pr pp57182,培風館｡

研究報告 ･その他

1)時津 満(1986):新世界ザルの系統と分化｡

霊長類研究,2:80-85.

2)峰浮 満 (1985):新世界ザルの種分化と氷

河期の森林の退縮｡モンキー,29:28-34.

8) 峰深 溝,後藤俊二,松沢哲郎,東 滋

(1986):サル類の学術利用の実状に関する

アンケート調査｡霊長類研究,2:55-65.

4)和田一雄 (1985):チベットモンキーの分布

について｡モンキー,29:6-13.

5)和田一雄 (1985)チベットモンキーの生頂｡

{>*-,29:14118.

学会発案

1)庄武孝義 ･早坂謙二 ･大将秀行 ･野滞 誹

(1986):パタスモンキーとサバンナモンキ

ーの迫伝的変只性｡郡40回日本人類学会 (描

岡)｡

2)早坊誹二 ･宝来 聴 ･庄武孝義 ･野浮 謙 ･

松永 英 (1986):ミトコンドl)アm Aから

みたマカク周8柾の系統関係｡第40回日本人

黙学会 (福岡)｡

8)早坂誹二 ･宝来 聴 ･庄武孝哉 ･野滞 謙 ･

松永 英 (1986):ニホンザルのミトコンド

.)アI)m の制限酢窮にJ:ろ解析｡邦2回日本

霊長類学会 (名古Ff)｡

4)竹下 修 ･下元突任 ･庄式事屯(1986):シシ

オザル (Macacast'lenus)ヘモグロビンの

アミノ酸配列｡第40回日本人郊学会 (福岡)｡

5)峰津 満 ･原田正史(1986):中央ポ1)ビア

産テヵホエザル (Alouattaseniculussara)

の細胞退伝学的研究｡第2回日本詔長斯学会

(名古屋 )｡

生活史研究部門

河合雅雄 ･杉山串丸 ･大沢秀行 ･蘇 明雄 ･

星野次郎1)

研究概要

1)西アフ1)カ熱村多雨林および乾燥サバンナ

の挟界授期の社会生態学的研死

河合雅碓 ･大沢秀行 ･荷 明雄 ･庄野次郎

西アフリカ･カメルーン国南部の熱村多雨林に

おいてマンド1)ルの採食生態,コミュニケーショ

ン,社会稲造の研究が継続中であり,さらに同所

的に生息する樹上性の7種の霊長矧 こついても森

林適応の観点から調査が行われていろ｡持ちかえ

った資料の分析については餌植物の分布様式と,

サルによるホームレンジの利用などの解析が進め

られ,異種のサルによる混群現象の要因の解明を

めざしている｡

同国北部の乾燥サバンナにおいてはパタスモン

キーの調査を行っている｡パタスモンキーは111碓

群型の社会をもち,その生活様式はサバンナに適

応していると考えられている｡現在,その社会変

動とくにリーダー雄の交代のメカニズム､および

採企生態からみた乾燥地適応の研究を進めていろ｡

さらに,同所的に生息するサバンナモンキーや多

雨林の班との生活様式の比較によって,正長耕各

1)非常勤講師
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種の異なる環境への適応の様式を明らかにしよう

としている｡

2)ニホンザルの個体群動態および採食生態学

的研究

杉山亭九 ･大沢秀行 ･森 明堆

高崎山の餌付け個体群を対象に個体標識による

継年追跡を続行中であり,詳細な人口学的パラメ

ーターを算出し,生命表を完成しつつある｡この

ような個体群の変動丑の把垣と同時に,採食量の

調査を林円追跡によって開始した｡一万,霊仙山

では餌付け中と餌付け放棄後の個体群動態が細部

に及んで比較検討され,各社会階層との関連にお

いて追求されている｡

事由群においては,これまで行ってきた個体の

体重変動の継続調査の結果を採食行動に関する資

料と閃迎させながら分析を進めている｡

3)動物におけろ子殺しの社会生態学的研究

杉山事丸

ハヌマンラング-ルで最初に確認された野生動

物 (仰乳校 )社会における楼内子殺しの近因と遠

因.その相互関係を,野外調査を交えながら理論

的に考究している｡

4)西アフリカにおけるチンパンジーの行動生

岱学的研究

杉山幸丸

西アフリカ･ギニアにおける野生個体群の長期

におよぶ断続的現地調査によって,その個体群動

態と社会捕迄の把握に努めるとともに,野生チン

パンジーの文化的行動,特に道具使用における地

域差に注目し,カメルーンとコートジボアールに

おける現地調査も含めて広域文化圏形成の観点か

ら,全分布域のEf料の分析を進めてきた｡

5)詔長獄の社会構造に閑すろ理論的研究

河合雅雄

E!良校の社会構造について原投から類人垣まで

を通覧し,ホミニゼ-ションとの関連において考

察を進めているが.今年は1夫 1要制度社会から

Bi眉社会までを扱い総説としてまとめた｡

6)ニホンザルのメスの順位形成のメカニズム

の研究

森 明雄 ･渡辺邦夫

幸島群における.メスの頓位の変遷を,継年的

に分析し,順位がどの程度維持 ･継承されるのか

を調べた｡また家系噸位,姉妹間の順位関係が,

川村の順位形成に関する仮説に従っているのかど

うかの検討をおこなった｡

総 鋭

1)河合雅雄 (1986):一夫一妻制の社会,サル

からヒトへ く第∬部1-8)｡創造の世界,58

:112-189.小学館｡

2)河合雅雄 (1986):単碓群の社会構造と子殺

し(第汀部-9)｡創造の世界,59:124-158.

小学館｡

8)河合雅雄 (1986):ゴリラの社会に家族の起

源を探る(第汀部-10)｡創造の世界,60:118

-155.小学館｡

4)河合雅雄 (1986):母系社会と父系社会への

道 く第 甘部-ll)｡創造の世界,61:1521176.

小学館｡

輪 文

1)Sugiyam a,Y.andRoman,J.(1987):A

preliminarylistofchimpanzees'alimen･

tationatBossou,Guinea.Primates,28

(1):133･147.

2)杉山幸丸 (1987):霊長類社会の多様性を適

応の観点から考える｡季刊人頬学,18(1):8-

46.

研究報告 ･その他

1)杉山事丸 (1986):野生ザルは本当に減って

いるか｡霊長類研究,2:74.

2)杉山事丸 (1986):チンパンジーの文化｡ニ

ュートン,6(2):44-51.

3)杉山幸丸 (1986):ポッソウ村の人と自然｡

発達,27(7):85-94.

4)杉山事丸 (1986):道具文化圏をつくる野生

チンパンジー｡アニマ,167:87-91.

5)杉山幸丸 く1986):動物実験と動物愛茸｡日

本の科学者,22(1):40-41.

6)大沢秀行 (1986):動物たちのサバンナ｡ニ

ュートン,7(2):12-85.

学会発表

1)杉山幸丸 く1986):チンパンジーの文化圏形

成｡第33回日本生態学会大会｡

2)杉山幸丸 (1986)こポッソウ生息野生チンパンジ

ーの社会構造の特徴｡第2回日本霊長耕学会大会｡

3)Sugiyam a,Y.(1986):A ten-yearsummary

ofpopulationdynam icsforchimpanzees
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atBossou,Guinea.InternationalSymp.

onttUnderstandingChimpanzees'',
Chicago.

4)大沢秀行 (1986):バクスモンヰーの社会変

動 ;I)-ダー椎の交代｡邦83回日本生態学会

大会｡

5)大沢秀行 (1986):バクスモンキーの社会構

道と社会変動｡那2回日本詔長類学会大会｡

6)大沢秀行 (1986):チャド湖南岸のパタスモ

ンキーの社会構造｡第23回日本アフt)カ学会

大会｡

生理研究部門

大島 桁 ･目片文夫 ･林 基治 ･野崎只泣 ･

清水慶子1)

研究概要

1)マカクザル胎児の感覚系発達に関する生理

学研究

大島 清 ･清水慶子

マカクザルの胎生各期におけろ感覚系の発達を

fE気生理学的 ･生化学的に解明すろ｡本年度は聴

党系について研究を行った｡

2)サルにおける銅付加子宮内避妊器具の避妊

効果及び安全性

大島 約 ･倍水慶子

3)ニホンザルの繁殖期の季節性のメカニズム

の神経内分泌的研究

大島 約

4)サルとヒトの比較セクソロジー

大島 清

5)血管平滑筋細胞膜の電気生理学的研究

目片文夫

(りパッチクランプ法による平滑筋細胞膜の単

一イオンチャネル電流の熱力学的解析｡

(fl)血管内皮細胞より放出される血管弛緩物質

の細胞膜に対すろ作用殿序の解析｡

6)サル脳内神経活性物質の分布特性

林 誠治

本年度は神経ペプチドとしてCCK-8及び神経

成長因子に注目し,これらの物矧 こ対する抗血桁

を作成した｡またccK-8に対してラジオイムノ

1)教務職員

アッセイ法を確立しサル大脳皮質各機能部位内の

分布特性について調べた｡

7)サル脳内神経活性物Trの個体発生

林 正治 .山下晶子勾清水慶子

P物E,ソマトスタチン,VIPのサル大脳皮

質円における個体発生について免疫細線化学法を

用いて調べた｡

8)詔長難の生残 T)ズムの発現機序

野崎只澄

霊長類の生殖1)ズム,特にメスニホンザルの季

節繁殖 リズムの発現機序を明らかにする目的で,

(i)日長の単独操作及び日長と環境温度の同時

操作

Oi)上記環境人工操作下におけるメラトニンの

持続投与が生殖内分泌機能に及ぼす影響につい

て調べた｡

9)生理活性ペプチドの系統発生

野崎月澄

下等脊椎動物から詔良矧 こ至る種々の動物を用

いて,脳一下垂体一隅℡一膝威ペプチドの局在性

や系統発生的悪衣ならびに氾伝子の発現機構につ

いて,矧 こLHRHとソマトスタチンについて調べ

た｡

10)超音波診断袋田によるマカク屑サルの妊娠

診断及び胎児発育診断

清水尿子

超音波診断法記を用いマカク屈サルの早期妊娠

診断及び胎児発育指標の作製を行った｡

総 鋭

1)大島 清 (1986):胎児は砂漠の夢を見る｡

現代思想 9月号:109-119｡
2)大島 清 (1986):世紀末の病｡光文社｡

3)大島 清 (1987):性行動の変化とSTD｡

周産期医学,17(3):407-410.

4)目片文夫 (1986):平滑筋細胞膜の単一カリ

ウム電流｡動物生理,8(1):13-19.

5)林 基拾 (1987):ノーベル許と神経成長因

子｡BIOmedica2:90-93.

輪 文

1)Nozaki,M.andOshima,K.(1986):

Seasonal Clmngeofgonadotropicfunction

2)大学院生
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